
「医は仁術」を体現。
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手技で南三陸の人々に癒しの時間を提供。[/row_column]
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開業して２１年。治療家としてのべ１２０万以上の患者に施術している山本庄一先生

（４９歳·埼玉県接骨師会川越支部　支部長）。

山本先生は埼玉·東京で５院の接骨院を経営。このたび（１１月１３日木）グルー
プ　５院のスタッフとOB 総勢１２名で南三陸を訪れ、無料で被災された人々に治療

体験·相談を行った。またこの日は新進気鋭のバイオリニスト竜馬さんも同行、竜

馬さんの演奏、ピアノ演奏、ダンスによる癒しパフォーマンスも大好評だった。

山本先生は川越小江戸ロータリークラブに所属しており、今月お亡くなりになった
西川武重郎さん（志木在住　RI第２５７０地区パストガバナー）に大変影響をうけた
という。西川さんは東北大震災で被害にあったこどもたちのために国際ロータリー
として「希望の風」という奨学基金を創設した旗振り役。「一人の職業人として、
治療家として今自分にできる何か？を追求し、思いついた企画です」と山本先生。

通常接骨院では　電気治療ののち、手技での施術となるが、今回は機械を持ち込ま
ずすべて手技で対応した。

そして、山本先生は
「想像以上に復興が遅れていて、心が痛んだ。また海によって恵みをうけた人々が、
海によって、すべて、家の釘一本までも流された。そして復興もその海に頼ってい
かなければならない。その宿命をうけいれている姿も感動的だった。働き盛りの世

代や若い世代が命を落としており、高齢者の姿が目立ち、たった一日の治療だが喜
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んでもらえた。そして逆に生きるパワーを与えていただいたこと。これには頭が下

がる。今後は今まで以上に自分にできる何かをブラッシュアップしていきたい。」
と意欲的だ。

平安時代から「医は仁術」といわれている。「医療は人命を救う博愛」この理念は
日本医療倫理の中心的標語。山本先生は「医は仁術」を体現し、次世代の治療家育

成に光をあてている。
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